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要旨   

比較的に入手し易い2種の植物染色材料である「ヤシャブシの実」と「スギの樹皮（バーク）」とから染液を抽出し，  

媒染剤5種とを組み合わせてキリ材に染めた色の発色の違いや，染色性と色の安定性との関係について検討した，その  

結果 ヤシャブシ染液やスギバーク染液による着色は媒染剤との組合せにより．発色が異なることが分かった．一部は，  

木工用に市販されている顔料系や染料系の着色剤と同程度の色の安定性を示すものがあり，これらは木製品に充分利用  

可能な着色と考えられる．  

1． はじめに   

近年，健康や環境対応を意識して木材・木製品に天然  

素材を原料とした塗料が塗られるようになってきた．そ  

こで筆者は，自然塗料の実用上の耐久に関する研究を  

行っており，9年度，10年度にその結果を報告した．1）  

2）また，古くから繊維・染織の染料として用いられて  

いる植物染料を天然の着色素材として見なおして．天然  

系塗料と組合わせた木製家具や工芸品に利用することが  

試みられている．3）植物染料は，植物に含まれる発色  

成分（植物染料）に灰汁等に含まれる金属イオン（媒染  

剤）との結合により発色と定着とをさせる染色技術で染  

織工芸の分野では糸や布を染める技術として一般的に行  

われており，既存の合成染料や顔料による木材の着色と  

異なる自然な色が得られ，木工芸品や家具製品への利用  

が期待できる．   

本研究では比較的に入手し易い2種の植物染色材料で  

ある「ヤシヤプシの実」と「スギの樹皮（バーク）」と  

から染液を抽出し，媒染剤5種とを組み合わせてキリ材  

に染めた色の発色の遣いや，染色性と色の安定性との関  

係について検討したので報告する．  

2．実験方法   

2．1植物染料液の抽出   

ヤシャブシの染料液はヤシヤプシ70gに水450gを加え，  

30分間煮沸して抽出した．スギバークの染料液は水によ  

る煮沸だけでは抽出が困難なため，助剤を用いることと  

し，スギバーク40gに水400gと炭酸ナトリウム2gとを  

加え，1時間煮沸して抽出した液に，10％の酢酸水溶液6  

g加え中和した．4）   

2．2 試料の作製   

供試木材のキリ材（寸法二60mmx60mmx5mm）を研磨紙  

（＃240）で素地調整したものに，ヤシヤプシやスギバー  

ク染液を刷毛で1回塗布し，乾燥後その上に後媒染とし  

て市販一液用媒染剤（錫液，アルミ液，銅液．鉄液，チ  

タン液5％濃度：T社）を刷毛で1回塗り重ねて試料を  

作製した．   

屋内暴露試験の比較用として，キリ材に市販の木工用  

染料系アルコール性着色剤（オーク色5％濃度：U社）  

と顔料系水性着色剤（オーク色5％濃度：W社）を刷毛  

で1回塗布した試料も作製した．   

2．3 屋内暴葦試験   

窓際の南面45度に試料を設置し，平成12年6月20日～  

7月20日の1ヶ月間屋内暴露を実施した．   

2．4 測色と評価   

分光軌色計（ミノルタ製：CM－508d）で未処理，染色前  

後，屋内暴露後の表面色を測色し，マンセル表色系  

（HV／C）及びCIEL＊a＊b＊表色系（L＊，a＊．b＊）で表示す  

るとともに，色差∠E粕bを求めた．   

色安定性を評価するために．染料には染色性の大きい  

ものと小さいものがあり，染色性の大きい（多くは濃色  

化する）ものは退色（室内暴露試験による色変化）に  

よって元の色に近づく傾向に見られ，祝感ではあまり変  
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化が感じられないのにその数値でだけで見ると，染色性  

の小さいものより相対的に大きな値になることを考慮し  

て．色の安定性指数（S）を下式により求めた．3）  

S＝（ぎ』E粕b e－∠E＊ab wり／∠E柏b c  

』E＊ab c：染色前後の色差  

』E＊ab w：屋内暴露試験前後の色差  

3．結果及び考察   

3．1植物染料の発色   

ヤシヤプシ染液と媒染剤の組合せによる発色（報Ⅴ／C．  

L＊．a＊．b＊）をTable．iに，色相（如←b＊）をFig．iに示  

す。ヤシヤプシ染液は茶褐色で9 媒染剤の種顆によって  

発色が異なり，媒染無と錫媒染及びアルミ媒染によるも  

のはヤシヤプシ染液と罵似した茶褐色に染まったが，鋼  

媒染は緑色．チタン媒染はオレンジ色．鉄媒染は灰色に  

染まった．ヤシヤプシ染液と異なる色に発色した組合せ  

は，ヤシヤプシ染液に含まれる染料成分と媒染剤に含ま  

れるそれぞれの金属イオンとの結合によるものと考えら  

れる．   

スギバーク染液と媒染剤の組合せによる発色（鴇Ⅴ／C，  

L＊，aも b＊）をTabie．2に，色相（a＊－b＊）をFig．2に示  

す．スギバーク染液は茶褐色で。鉄媒染を除く全てもの  

はスギバーク染液と類似した茶褐色に染まり。鉄媒染だ  

け灰色に染まった．この鉄媒染の発色はスギバーク染液  

に含まれる染料成分と鉄イオンとの結合によるものと考  

えられる．  

3．2染色性と色安定性   

ヤシヤプシ染液の染色性（∠E＊ab）と色の安定性（S）と  

の関係ををFig．3に示す．媒染無のものと比較して，チタ  

ン媒染．鉄媒染，銅媒染を後媒染したものは染色性と色  

の安定性が高く，逆に錫級数 アルミ媒染を後媒染した  

ものは色の安定性が低いことが分かった．これは，ヤ  

シヤプシ染液に含まれる染料成分と媒染剤に含まれるそ  

れぞれの金属イオンとの結合力の違いから生じたものと  

考えられる．また，顔料系水性着色剤，染料系アルコー  

ル性着色剤の順に色の安定性は低くなるが，チタン媒染，  

鉄媒染，鋼媒染はその間に分布することから，木製品に  

充分利用可能な着色と考えられる．   

スギバーク染液の染色性（∠E＊ab）と色の安定性（S）と  

の関係ををFig．4に示す．媒染無のものと比較して．チタ  

ン媒染，アルミ媒染，錫媒染，鋼媒染を後媒染したもの  

は色の安定性が高く，逆に鉄媒染を後媒染したものは色  

の安定性が低いことが分かった．この場合も，スギバー  

ク染液に含まれる染料成分と媒染剤に含まれるそれぞれ  

の金属イオンとの結合力の違いから生じたものと考えら  

Table」 ヤシヤプシ染液と媒染剤の組合せによる発色  

色表示  未処理  媒染無   Sn媒染   

H  9。6YR  0．6Y  9．6YR   

V  7。1／  6．9／  6．5／   

C  2．7  ヰ．2  4．5   

L＊  71．07  69．51  65．55   

a＊   4．22  6，3包  S．ヰ1   8ト9．98 21，09  －1．12   
b＊   16．2  26。98  27．59  26．7 乏フ．17 3了。て9  4．68   

Table．2 スギバ岬ク染液と媒染剤の組合せによる発色  

R 色表示  未処理  山 媒染無  茎sn媒染  Åほ簑染  

H  9．6YR  ‖ 8．8YR  8．＄YR  8、9YR  

V  7．1／  臥5／  6．5／  8．4／      C  2十て  ヰ十ヰ  4．6  4．怨  
L＊  71．0了  65．85  ＄5．27  64，82  

盈＊  4．22  9．68  1Q．ヰ1  10←ヰ8  8．ヰ2 12．35  4．89   
b＊   16，4  25．84  t 26．57  28。55  23。78   32  16．9  
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Fig．1ヤシヤプシ染液と媒染剤の組合せによる発色  

色相（a察－b＊）  

a＊  

Fig．2 スギバーク染液と媒染剤の組合せによる発色  

色相（a＊－b＊）  
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れる．ヤシヤプシの場合と同様にチタン媒染，アルミ媒  

敷 錫媒染．鋼媒染のものは，顔料系水性着色軋 染料  

系アルコール性着色剤の間に分布することから，この場  

合も，木製品に充分利用可能な着色と考えられる．  

4． まとめ  

（1）ヤシヤプシ染液やスギバーク染液による着色は媒染  

剤との組合せにより，発色が異なることが分かった．  

（2）木工用に市販されている顔料系や染料系の着色剤と  

同程度の色の安定性を示すものがあり，これらは木製品  

に充分利用可能な着色と考えられる．  
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Fig．3 ヤシャブシ染液の染色性と色の安定性   
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Fig．4 スギバ岬ク染液の染色性と色の安定性  
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